
　

問1.

問2.

問3. 備えを考えるにあたり、最も「ネック（課題）」となっている点をお答えください。

　　経営者さまの将来設計について

2025年末時点で、株式会社または有限会社を率いる経営者の平均年齢は60.8歳と過去最高を更新しました。
円滑な事業承継や経営者ご自身の意思にもとづく資産承継対策の必要性が高まっています。
つきましては、経営者の皆さまの将来設計や事業継続に関するお考えをお答えください。

経営者ご自身の事情（病気や認知機能の低下等）により、これまでどおり経営の判断を
行えなくなった場合、何に不安を感じますか。（複数回答可）

「備え」について、現在の状況をお答えください。

415

213

29

117

58

18

１.経営判断を誰が行うか

２.取引先との交渉や関係維持を誰が行うか

３.金融機関との取引を誰が行うか

４.従業員への指示や管理は誰がおこなうか

５.自身の資産等を誰が管理していくか

６.その他

22

39

22

208

350

3

１.誰に相談したらよいかわからない

２.家族や後継者との意思疎通が進んでい

ない

３.知識がなく理解が進んでいない

４.どの方法が最適かわからない

５.特になし

６.その他

38

178

123

86

217

4

１.引継ぎ方法等を文書などで整えている

２.一部整備しているが、十分とはいえない

３.家族や関係者と話し合いはしているが、準備はまだ行っていない

４.必要性は感じているが、どのような方法があるか分からない

５.特に考えていない

６.その他
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問4.

問5.

ご自身の資産管理方法として「家族信託」という制度がありますが、ご存じですか。

将来の円滑な資産承継に向けて今求める情報はありますか。（複数回答）

128

96

35

21

433

4

１.資産管理・承継に関する基礎知識

２.資産管理・承継に関する税制

３.資産管理・承継に関する専門家

４.資産管理・承継に関する金融商品

５.今のところない

６.その他

6

46

124

75

395

１.現在検討している

２.情報収集をしてい

る

３.知っているが特に

利用はしない

４.内容は知らないが

関心はある

５.関心はない


